
　　　　　2一ニトロアニリンの濃縮度試験成績報告書

1．　試験期間　　昭和51年7月6日～昭和51年8月28日

2．試　料　名　　2一ニトロアニリン　（試料茄K－186）

　　　構造式

　　　　　　　　　NH二

　　　　　　　　ぐ謬、

5．試験方法及び条件

雛淵一一一…一
　5．1　試験装置及ぴ機器

　　（a）水系環境調節装置　　　流水式

　　　〔b）高速液体クロマトグラフ　　検出器UV

　5．2　試験条件

　乙．2、r　T　L皿試験

　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　ヒメダカ平均体重　臼．2g　塩化第二水銀検定合格魚

　　　　※田端健二用水と廃水14　129ア～15％（1972）

　　〔b）　分散剤及び分散法

　　　　　分散剤　使用せず

　　　　　分散法　供試物質0，59を水に溶解して11とし、50⊃

　　　　　　　　　pp皿の原液を調製した。
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試験温度

結　　果

濃縮度試験

試験魚

試験温度

試験濃度

　設定値

25±2℃

48時間TLm値17ppm

コイ　平均体重　約228

　　　平均体長　約90c：n

25±2℃

　　　　※分析限界　より設定した。

」
、

隊試物質卿

　　　　　　　　　　ヨ　　　　　第2甑区…ao5i

　　※分析限界については5．1で補足説明をする。

実測値

　表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位PP皿）
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ろ．2，乙　分析試料の前処理

i試　験　魚・
L

　　　・体重測定

　　　i←海砂109
　　　1←無水硫酸ナトリウム1009

　　　i・脱水，細片化
　　　i←メチルアルコール150ml

　　　・抽出（振とう10分）

　　　1・吸引ろ過

塵

魂1
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障　　画
　　　i←メチルアルコール100m1

　　　卜抽出（振とう1・分）

　　　・吸引ろ過
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輿一型
　　　巨脱水（無水硫酸ナトリウム）
　　　！．乾固．（。一タリーがルーター）
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　※　カラムクロマト条件

　　充てん剤　 アンバーライト　XAD－2　18g

　　クロマト管　　ガラス　20皿1¢XろOc皿

　溶離液　第1フラクションイオン交換水100mユ

　　　　　　　　第2　　〃　　　メチルアルコrル　　25mユ

　　　　　　　　第5　　パ　　　　メチルアルコrル　　　50皿1

　　供試物質は第5フラクションに溶出する。

　　溶出液を濃縮定容する。

3．2．4　分析条件

　　高速液体クロマトグラフ（HLC．）検出器　UV

　　　充てん剤　目立ゲル5010
　　　カ　ラ　ム　　　ステンレス　2、5㎜／×ロ．5m

　　　治　離　激　　メチルアルコール

　　　流速1m1／血n
　　　検出器　UV（578n皿）
試験結果

　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率
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検出ピークがトレースの為濃縮倍率は求められなかった。



5．そ　の　他

5．1　分析限界について

　機器の検出限界（図一5参照）は約1～2ppmであり、魚体重

　30g・前処理後の最終液量を5m1，回収率を65％と考えれば

　　　　　　　2PP皿
　　　　　　　　　　　牛　0．5P翼n、
　　　　　65　50g
　　　　　　　×
　　　　　100　　5皿1

　すたわち魚体中濃度ロ、5ppmが分析限界である。

　水槽濃度は設定にほぼ近いものと考えれば

　　　　　口．5
　　　　　　　＝　10倍
　　　　　0．05

　すなわち第2濃度区を0・D5p皿1とすれば濃縮性が低い場合は10

倍未満の表示となる。

以 上


